
実用化技術情報

輸入F1トウモロコシの優良品種 
「36B08」「DK567」「KD670」

福島県畜産試験場 草地飼料部

平成14年度畜産試験場成績概要

分類コード 08－02－01000000

部門名 飼料作物－飼料作物－品種

担当者 大槻健治・柳田和弘・矢内清恭・伊藤純一

Ⅰ新技術の解説

１要旨

 飼料用トウモロコシの「優良品種」として新たに「36B08」、「DK567」、「KD670」の3品種が選定され
た。 
 優良品種の選定方法については、「福島県優良品種（輸入F1サイレージ用トウモロコシ）総合評価
基準」（平成元年度制定）に基づき、3カ年の平均成績を評点化して、80点以上かつDランクがないこと
を条件とした。

(1) 36B08の特性：絹糸抽出期がNS68並みの早生タイプ 
          耐病性に優れ、乾物収量が多い 
          倒伏率、折損率はやや高い

(2) DK567の特性：絹糸抽出期がNS68並みの早生タイプ 
          耐病性に優れ、乾物収量が多く、雌穂割合が高い 
          他県においても標準品種以上の収量を得ている

(3) KD670の特性：絹糸抽出期がタチタカネ並みの中晩生タイプ 
          耐病性に優れ、乾物収量が多い 
          倒伏率は低いが、折損率がやや高い

２ 期待される効果

飼料作物の多収かつ安定生産および耐病性の向上

３ 適用範囲

(1) 36B08およびDK567：標高500m以下のトウモロコシ一期作地帯

(2) KD670：平坦部のトウモロコシ一期作地帯

４ 普及上の留意点

(1) 播種量 ： 36B08およびDK567 7000本/10a程度 、 KD670 6000本/10a程度

(2) 適期播種を心がけ、病害発生や倒伏がおこらないよう栽植密度を守る

(3) 作付け体系に合った品種を選び、適期収穫に努める
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